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数の面白さ第二話　60進法　　　　　　　　





2005年10月に下記のようなエッセイを書きました。



「このところ数学の本を読みあさっています。　複素数の本では（－１の平方根）の（－１の平方根）乗　= e の［ -π(パイ) / 2］乗で虚数でなく実数となること、log, hyperbolic sine, cosineの誕生秘話や0（ゼロ）がサンスクリット/梵語に始めて出て来る事, 時代が下った初期のアラビヤ数字には 「0 」はなかったなど面白く読みました。     先日New York市の自然博物館　(Rose Center for Earth and Space)で見た全宇宙から素粒子の大きさの展示物を自分なりに添付のQuark to Universe.xls （Documentにこのファイルがあり、１０の５２乗を表す［恒河沙］ではインダス川の砂粒の数を概算で出してみました。　また以下の２節はその引用）のように塵劫記の漢語の数の呼び方と併記し再現してみました。　数の持つ面白さに惹かれました。」



そして続編です。　「円周が360度」　とは、どこで,　いつ頃、誰が決めたのか、その起源を知りたくなりました。　その疑問はインターネットを検索していると意外にも簡単にポンと出てきました。　それは古代バビロニア（紀元前2,000）に遡るとのことです。　彼等は60進法　Ｓｅｘａｇｅｓｉｍａｌを考えていたと言うのです。　６０＝３X4X5; 直角を作り出す要件。　３６０＝６０Ｘ６＝３Ｘ４Ｘ５Ｘ６で３，４，５，６等分に便利なので土木や建築に６０進法は有効だったのだろう。　１０進法以外ではデジタルの２進法、１２ヶ月で一年、１２インチで１フートの１２進法身近にある。　６０進法も時間の分、秒と日常何気なく使っている。



余談ですが旧約聖書では人間が集まって高いバビロンの塔（英語読みだとバビルの塔）を作り、神に近づこうとしたので、神は怒り、彼等の使う言語を別々のものにしたら人間は意思の疎通がとれなくなり塔の建設が出来なくなったと書いてあります。　バビロンは現イラク南部で栄えた地方でチグリスーユーフラテス文明の中心地。　ちなみにマヤ文明では20進法だったそうです。　マヤでは２０Ｘ２０＝４００年周期で遷都しなければならぬとの神託があったとかテレビで見たことがあります。　もっとも４００年近くなると、周辺の土地が疲弊し疫病蔓延の弊害も出てきたことだろう。　下記のインターネットサイトアクセスしてみて下さい。　知るを楽しむことが出来ます。

http://oshiete.eibi.co.jp/kotaeru.php3?q=636568

http://en.wikipedia.org/wiki/Sexagesimal

http://en.wikipedia.org/wiki/Babylonian_mathematics　


地球の公転により、星座は一年でもとの方位に戻る。　つまり一日で移動する角度を1度とし、一周を割切れやすい360度と決めた。　しかしバビロニア天文学では当時、既に一年を３６５．２５日と測定していたと云うから驚きです。　そして一周を360（６０Ｘ６）分割したのを角度の単位〔度、arc degree〕とし、その１/６０を〔分（ふん）, arc minute〕、さらにその１/６０を〔秒, arc second〕と楔形文字で粘土板に記録した。　東経１３９度２８分４９秒のように緯度、経度で用いられるが、現在秒以下は１０進法で表されカーナビ等の緯度、経度測定計算にアインシュタインの特殊相対性原理と共に使われている。　カーナビが便利だと感じたときなど米軍の位置測定衛星電波GPSを無料で利用していることを、思い出してください。

〔度〕は温度の単位でもあるが、度の下は体温だと英語では９７．９degreeＦ　となるが　日本語では華氏３６度５分と〔分（ぶ）〕が使われるがこれは５/10度のことで、第一話でも述べましたが５分どうり完成というときは５０％のことで５％のことではない。　利率、打率、値引率のとき〔分〕は百分の一となる起源をどなたか説明してもらえませんか？　塵劫記に記載されているのかもしれませんが、見落としています。　

「１時間は60分、1分は60秒」　時間の分秒も同じく60進法バビロニア文明に起因するという。　月の満ち欠けは一年に１２回（実際は１３回の方が近い）だから、両手の指と両足で１２まで数えたから、とか一年１２ヶ月の１２進法が採られたのは理解できるが、一日を昼夜１２時間づづとした起源は種々あるが、私には説得力のあるものが見当たらない。　「江戸の時間について」　次のウエブサイトはよく纏めてありますから、これもぜひ見てください。　　

http://homepage3.nifty.com/ponpoko-y/joho/toki.htm　午後２時に相当する「八っどき」が「おやつどき」だったり、江戸時間は夏場と冬場で一刻の長さが異なるので、西欧の時計より極めて複雑な機構-からくりを持つようになった。　これが近世もの作りの原点だろう。　子午線は子(北)　と午(南)、　午前　正午(牛のとき、太陽南中)　午後の語源も面白い。　

「還暦について」　ハレー彗星の周期は67年、昔人間の生き永らえる限度はまず60年だったから６０年周期が生まれたのだろう。　中国暦法のことは、よく知らないが、甲、乙（きのえ、きのと）．．．壬、癸（みずのえ、みずのと）からなる十干（じっかん）と〔子、丑．．．戌、亥〕からなる十二支を組み合わせ、10と12の最小公倍数６０を還暦としたが、バビロニア６０進法と丁度合致する。　十干は諸物の元素（木火土金水）の五行説に陰陽の二つを組み合わせ10ケとし、十二支は夜空に大きくきらめく木星の周期12年に起因するのだろう。　十二支は民族風習に合せ変化するもので、十二支の動物は東アジアの国々によって少し違う（例えば兎が猫になる）そうです。　春秋時代の孔子没が紀元前479年だから、バビロニア文明の６０進法が数百年いや千年かけてシルクロードを経て中国まで影響したと考えると、古代のロマンを感じる。　
　http://homepage1.nifty.com/gyouseinet/calendar/10kan12shi.htm

ちなみに甲子園は大正１３年甲子（きのえ　ね）に作られたからとは、阪神（いや今は阪急）フアンでもない私には興味津々だ。　
まとめ　数は面白い！　次の課題は一年掛けて「和算」にチャレンジし、
「知るを楽しみたい」。　コメントお待ちしてます。
kazutsumi@msn.com, http://groups.msn.com/KazUtsumi/page3
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